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聖福寺を中心とする旧博多地区は，中世における大陸文化の門戸として栄え

たところとして知られています。

地下鉄路線内の埋蔵文化財の調査が，昭和52年12月から店屋町や祇園町付近

におよぶようになった頃から，この一帯の再開発事業が活発となり，埋蔵文化

財の危機が叫ばれるようになりました。

福岡市教育委員会では市街地の再開発に伴い，やむを得ず消滅してゆく埋蔵

文化財について，昭和54年度から国庫補助事業として「博多遺跡群」の記録保

存に努めています。本書は昭和56年度とそれ以前の調査の記録を収録したもの

です。

昭和52年以来の「博多遺跡群」の調査は第17次を数え，膨大な量の中国産陶

磁器類が出土するなど，国内だけでなく，海外からもその成果が注目されてい

ます。

本書が，研究資料として市民の皆さまに幅広く活用されるとともに，埋蔵文化

財への御理解を深めていただくための一助となれば幸甚です。

現場の発掘調査から報告書の作成にいたるまで，多くの人々のご協力をいた

だきました。記して深い感謝の意を表するものであります。

昭）和57年　3　月　31日

福岡市教育委員会

教育長　西　津　茂　美
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例 言

1・本書は，博多地区再開発ビル建設に伴い，福岡市教育委員会が国庫の補助を受けて，実施

した中世の「博多」の緊急発掘調査の報告書である。

2・本書は，福岡市埋蔵文化財調査報告書第66集で報告した，博多第10次調査の博多A地点（博

多区冷泉町474－9地内遺跡）と博多第4次調査の博多B地点（博多区冷泉町7－1地内遺

跡）の内，博多第4次調査の博多区冷泉町7－1地内遺跡の遺構・遺物に関わる実測図．写

真を主体とした「図版編」で，「博多」Ⅲとする。近々，「本文編」は刊行する予定であ

る。

3．博多は，前回A．B．C………地点名で遺跡名を，調査地点として表現していたが，今回

から，第1．2・3……………次の調査順序に沿った調査次で調査地点を表現していくこ

とに変更する。

4．本書に掲載された出土遺物・遺構遺物の実測図・記録写真は福岡市教育委員会文化部文化

課．福岡市立歴史資料館．福岡市埋蔵文化財センターに，現在収蔵保管，展示されている

が，将来，福岡市埋蔵文化財センターに一括保管される予定である。

5．各遺構の実測は折尾学．日野光嗣・信行千尋．日野孝司が行い，遺物の実測は森本朝子．

田中克子．三好尚子・撫養久美子が行った。そして，遺構・遺物の製図（トレース）は池

崎・田中克子が行った。

6．写真撮影．現像・焼付は白石公高が行った。

7．本書の編集は森本朝子．田中克子．池崎譲二．折尾学が行った。

8．題字「博多」の書は筑紫豊先生によるものであるが，先生は昭和57年1月1日未明に他界

された。調査担当者一同，先生の御冥福を心よりお祈りすると共に先生の御遺志に1歩で

も近づくよう努力していく所存である。

9．調査組織

福岡市教育委員会　　教　育　長　　　　　　西　津　茂　美

文化部長　　　　　　志　鶴　幸　弘

文化課長　　　　　　甲　能　貞　行

埋蔵文化財第1係長　　柳　田　純　孝

埋蔵文化財第2係長　　折　尾　　　学

（庶務担当）　古　藤　国　生

（調査担当）　浜石哲也・山崎龍雄・池崎譲二．折尾　学

（整理担当補助員）　森本朝子．田中克子
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Fig．1 B－Ⅲ区．123，124，125号土壙
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Fⅰg．2　　　B－Ⅳ区150号土壙，D－Ⅱ区202号土壌
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Fig・3 D－I区194号土壙，C－Ⅰ区204号土壙
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Fig・5　B・C－Ⅲ区1号土壙（井戸），C－Ⅲ区2号土壙（井戸）
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Fig．6　C－Ⅲ区5号土壙（井戸B），C－Ⅲ区5号土壙（井戸A）
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Fig．7　D－Ⅳ区162号土壙（井戸），C－Ⅳ区180号土壙（井戸）
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Fig・8　E－Ⅳ区206号土壙（井戸），E－Ⅳ区207号土壙（井戸）
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Fig．9　B－Ⅳ区151号土壙（井戸），E－I区（換気塔部）8，11号土壙（井戸）
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Fig・10 E－Ⅰ区（換気塔部）10，16，17号土壙（井戸）
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Fig・25　E－Ⅱ区（換気塔部）10号土壙（井戸）出土遺物（2）
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b x2　　　　　　　c Xl　　皇宋通宝a xl

e X2　　　　　　　　f Xl g x2

轟祐元宝a xl　　嘉祐通宝a x1

18J州，№　　　　　　　＿弥

b xl　　　治平元宝a xl

無事元宝ax3　　　　　bX4　　　　　　cx4　　　　　　dxl

Fig．26　E－Ⅰ区（換気塔部）16号土壌（井戸）出土銅銭（1）
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・大きさは実物の3分の2

・a，b，C，……はタイプを表わす

・×1，2，3，……は枚数を示す

Fig．27　E－Ⅰ区（換気塔部）16号土壙（井戸）出土銅銭（2）

－　28　－



遣 物

－　29　－

編



〔中国の陶磁器〕
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Fig・49 青 磁（耀州窯系，越州窯系）
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陶　　器（磁杜窯系）
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Fig．67 陶　　器（磁仕窯系）
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陶　　器（磁杜窯系）
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Fig・69　　　　　　　　陶　器（磁仕窯系）

－　71－



ci
568

・1．－’－．、．－ヽ

＼

こ、572

三．／
＝二重≡二一一一＝三雲二二573

聖書　一転ヲ．二∠グ576
＝吏二二二＝二子二二．574　＝＝三二二二二二二コ二二575

，＼ －　0

15 ／∵　 5 7 7－

Fig．70

l　－　　　1　　　　－－1　　　　　8Cll

陶　　器（磁仕窯系）

－　72　－



Fig．71

一一一－　－‾一一一′　一一－ローl一一一llT－l‾－

二ン一「一一一一一二重ミさ

陶　　器（磁姓窯系）

－　73　－

′

・．　579

．′　　　580



・一一
．．

／ ′．

七 ：こ

く毒≒≡≡∃一竺軒595

1

15
一一一　　　一　　　　一一一一　一一　．一一　一一一一　一一　Cll

Fig．72 陶　　器（磁仕窯系）
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Fig．89 陶　　器（擂鉢，坩堝）
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（1）博多第4次調査地点遠景（航空写真）†　（2）作業風景Ⅰ
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（1）博多第4次調査地点遠景（東南より）†（2）A－Ⅰ・B－Ⅰ区遠景（南より）Ⅰ
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（1）B－Ⅲ・C－Ⅲ区遠景（南より）†　（2）B－Ⅲ．C－Ⅲ区遠景（東より）Ⅰ
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（1）A－Ⅰ・B－Ⅰ区遠景（東より）†　（2）D－Ⅰ・D－Ⅳ区遠景（南より）Ⅰ
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（1）C－I区遠景（東より）†　（2）E－Ⅱ区（地下鉄・換気塔）遠景（西より）Ⅰ
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（1）1号溝（M－1．方位東西）出土状態（南より）†（2）1号溝（M－1．方位東西）出土状態（南より）Ⅰ
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（1）井戸（D－1）出土状態（東より）†　（2）井戸（D－1）枠出土状態（南より）Ⅰ
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4号溝出土状態（方位，現在の街並平行）
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同　安　窯　系

PL．19



も



黒　釉　磁
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十四世紀半ば以降に属する陶磁器
陶器碗・皿
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暗褐釉陶器
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褐釉陶器
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大型の陶製容器

PL．27



0

d

Ⅰ



朝鮮の陶磁器
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